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研究成果の概要（和文）：緑内障は多因子疾患の一つであるが、遺伝子情報と環境因子も含めた具体的な緑内障
との関連については十分に解明されておらず、遺伝子多形と全身因子との相互作用、進行因子について明らかに
する必要がある。2017-2018年の横断研究の成績では、本邦での緑内障有病率は高く、その要因として加齢の関
与が示唆された。また正常眼圧緑内障の割合も既報と同等であり、緑内障の大半を占めることが明らかとなって
いる。眼科因子に加え全身因子も関連因子となり、緑内障の予防対策を行う上で眼科因子のみならず全身因子へ
の留意も必要である。

研究成果の概要（英文）：Glaucoma is a multifactorial disease, but the relationship between genetic 
information and glaucoma, including environmental factors, has not been fully elucidated. The 
results of a cross-sectional study conducted in 2017-2018 showed that the prevalence of glaucoma in 
Japan is high, suggesting the involvement of aging. In addition, the proportion of normal tension 
glaucoma was similar to that previously reported, indicating that normal tension glaucoma accounts 
for the majority of glaucoma. In addition to ophthalmic factors, systemic factors also play a role, 
and it is necessary to pay attention to not only ophthalmic but also systemic factors when 
implementing preventive measures against glaucoma.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
緑内障は加齢とともに有病率が高くなることが報告されており、高齢化が進む本邦においては今後さらなる増加
が懸念される眼疾患である。本邦では緑内障の前向きコホート研究は行われておらず、世界的に見ても貴重なデ
ータが集積されることは疑いがない。詳細な全身データ、遺伝子情報との相互作用を検討し、緑内障との関連を
探索的に調査することは、予防医学的、公衆衛生学的見地からも大変意義がある。さらに、遺伝要因を含めた全
身因子の網羅的解析から、種々のリスクに応じた緑内障発症リスクスコアを確立することが可能となる。今後、
さらなる高齢化を迎えるにあたり、本研究の意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 

本邦における緑内障の有病率の疫学研究は、岐阜県多治見市で行われた多治見スタデ

ィ、沖縄県久米島で行われた久米島スタディの２研究のみである。多治見スタディで

の全緑内障の有病率は５％と報告されており、これは40歳以上の20人に１人が緑内障

であることを示された。しかし、両疫学研究とも眼科に特化した横断研究であり、詳

細な全身因子との関連は検討されていない。これまで緑内障の発症を検討した疫学研

究は稀有であり、追跡期間も短いものがほとんどである。緑内障は多因子疾患の一つ

であるが、遺伝子情報と環境因子も含めた具体的な緑内障との関連については十分に

解明されておらず、遺伝子多形と全身因子との相互作用、進行因子についての検討は

行われていない。そのため地域一般住民を対象として全身因子、遺伝子情報を含め包

括的に緑内障発症・進行との関連を検討する必要がある。 

 

 

２．研究の目的 

本邦での視覚障害の第１位は緑内障であり、緑内障が進行すると日常生活や労

働能力に著しい低下をもたらすだけでなく、生活の質の低下にも影響を及ぼし

てしまう。正常眼圧緑内障は加齢とともに有病率が高くなることが報告されて

おり、高齢化が進む本邦においては今後さらなる増加が懸念される眼疾患であ

る。本邦における地域住民を対象とした緑内障の有病率の疫学研究は、岐阜県多

治見市で行われた多治見研究 1、沖縄県久米島で行われた久米島研究 2の２研究

のみである。多治見研究での緑内障有病率は５.0％と報告され、病型別では正常

眼圧緑内障が多いことが報告されている。また久米島スタディからは緑内障病

型に地域差があることが明らかとなり、眼科的因子として角膜の菲薄化が開放

隅角緑内障と関連することも報告されている。しかしながら両疫学研究とも眼

科に特化した横断研究であり詳細な全身因子との関連は検討されていない。 

  これまで正常眼圧緑内障の発症を検討した疫学研究は稀有であり、追跡期間

も短いものがほとんどである。緑内障は多因子疾患の一つであるが、遺伝子情報

と環境因子も含めた具体的な緑内障との関連については十分に解明されておら

ず、遺伝子多形と全身因子との相互作用、進行因子についての検討は行われてい

ない。そのため地域一般住民を対象として全身因子、遺伝子情報を含め包括的に

正常眼圧緑内障の発症・進行との関連を検討する必要がある。 

  本研究で我々は段階的に以下の点を明らかにしていくことを目的としている。



①正常眼圧緑内障発症率の算出 ②正常眼圧緑内障の危険因子・予防因子の探索、

発症リスクスコアの確立③正常眼圧緑内障進行に関与する因子の探索④個別化

正常眼圧緑内障予防指導の実践 

 

３．研究の方法 

2017年(平成 29年)から継続して行っている緑内障調査を 2018年 6月から福岡

県糟屋郡久山町において実施した。久山町住民健診にて眼科健診を行うと同時

に内科健診にて全身の精査を行った。健診で得られた情報から眼科データと内

科データを統合した緑内障データベースを作成する。緑内障の診断基準は国際

的な緑内障疫学的定義である ISGEOの診断基準を用いた。正常眼圧緑内障診断

のためスクリーニング検査として問診、眼科検査として非接触型眼圧、屈折、眼

軸、細隙灯検査、散瞳検査、眼底写真、光干渉断層計(黄斑、視神経乳頭)を用い

た検査を行った。スクリーニング検査で緑内障疑いとなった者・緑内障治療者を

対象として精密健診を実施した。精密検査項目は矯正視力、隅角検査、視野検査

（ハンフリー SITA Standard 30-2）を施行した。視野障害の判定は国際的判定

基準である Anderson-Patellaの基準を用いて評価し、緑内障の発症・進行を定

義した。2019年も同一の診断基準を用いて緑内障調査を実施した。 

 

４．研究成果 

本研究は現在も調査を継続しており、2017 年から 2018 年までに約 3000 名

の調査を終了している。2017-2018 年の緑内障有病率は高く、その要因として

加齢の関与が示唆された。また正常眼圧緑内障の割合も既報と同等であり、緑内

障の大半を占めることが明らかとなっている。眼科因子に加え全身因子も 

緑内障の独立した関連因子であった。緑内障の予防対策を行う上で、眼科因子の

みならず全身因子への留意も必要である。 

また我々は，久山町の地域住民を対象として耐糖能異常と乳頭周囲網膜神経

線維層厚(circumpapillary retinal nerve fiber layer thickness : cpRNFLT)

との関連を検討した．対象は 2012-2013 年に久山町健診を受診した 40-79 歳の

久山町住民の 1,324 名で.cpRNFLT は SD-OCT(OCT-1 Maestro,Spectral domain 

OCT, TOPCON 社)を用いて測定し解析には右眼のデータを用いた.耐糖能異常で

ある糖尿病,境界型糖尿病の診断は 75g 糖負荷検査を実施し,1998 年の WHO の基

準を使用した.耐糖能異常と cpRNFLT との関連をみると,性・年齢調整では正常



群に比べ境界型糖尿病,糖尿病で有意に cpRNFLT が菲薄化し,さらに耐糖能レベ

ルの増悪とともにcpRNFLTは有意に菲薄化した.またこの結果は交絡因子で調整

した多変量調整後も変わりなかった.さらに血糖レベル別の検討においても,空

腹時血糖,食後２時間血糖レベルの上昇に伴い cpRNFLT（多変量調整後）は有意

に低下した。血糖上昇により視野障害のリスクが高まることが示唆される結果

となった. 
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